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「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
（
Ⅵ
）

　
　
　 

　
　
　
日
本
留
学
人
材
、
研
修
人
材
の
活
躍

西
　
澤
　
正
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

北
日
本
精
機 

〜

ベ
ア
リ
ン
グ
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長

　
　
日
本
留
学
、
研
修
人
材
の
活
躍

「
生
産
設
備
の
現
地
化
」
と
人
材
養
成
が
課
題

　
か
つ
て
炭
鉱
の
ま
ち
と
し
て
一
時
代
を
画
し
た
北
海

道
芦
別
市
に
、
特
殊
・
極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
の
製
造
販
売

で
国
際
中
堅
企
業
に
成
長
発
展
し
た
北
日
本
精
機
が
あ

る
。
中
国
で
の
事
業
展
開
に
お
い
て
、
日
本
へ
の
留
学

人
材
、
研
修
人
材
が
活
踵
す
る
機
会
を
創
っ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

　
北
日
本
精
機
は
一
九
六
九
年
に
現
在
代
表
者
の
小
林

英
一
氏
が
創
業
、
道
内
の
炭
鉱
の
閉
山
が
続
く
な
か

で
、
鉱
山
機
械
向
け
ベ
ア
リ
ン
グ
を
扱
う
商
社
経
営
か

ら
、
小
型
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
に
踏
み
込
ん
で
い
く
。
芦

別
を
精
密
ベ
ア
リ
ン
グ
の
産
地
に
し
て
世
界
に
輸
出
し

よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
創
業
の
「
志
」

に
応
え
て
、
三
井
鉱
山
の
優
秀
な
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

参
集
し
技
術
の
中
核
を
担
っ
た
。
氏
の
精
力
的
な
顧
客

開
拓
の
努
力
と
明
る
く
前
向
き
な
人
柄
、
確
実
な
品
質

保
証
よ
っ
て
信
頼
を
培
い
、
欧
米
市
場
を
は
じ
め
世
界

二
八
カ
国
に
取
引
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
。

　
当
社
が
扱
う
ベ
ア
リ
ン
グ
は
内
径
〇
・
六
〜
五
〇

㎜
、
外
径
二
・
五
〜
一
〇
〇
㎜
の
微
細
・
小
径
ベ
ア
リ

ン
グ
で
あ
る
。
ア
イ
テ
ム
数
は
五
、
〇
〇
〇
種
類
を
超

え
る
。
極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
の
分
野
で
は
、
大
手
メ
ー

カ
ー
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
分
を
含
め
世
界
市
場
の
約
六
〇
％

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。

　
ベ
ア
リ
ン
グ
業
界
で
は
、
こ
の
五
〜
六
年
に
大
き
な

市
場
変
動
が
起
き
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
需
要
が

約
二
〇
％
縮
小
し
、
製
品
単
価
が
約
五
〇
％
ダ
ウ
ン
す

る
と
い
う
劇
的
な
市
場
変
化
に
直
面
し
、
商
品
シ
リ
ー

ズ
の
一
部
と
し
て
ベ
ア
リ
ン
グ
も
扱
う
大
手
部
品
メ
ー

カ
ー
は
、
採
算
ラ
イ
ン
を
割
り
込
ん
だ
ベ
ア
リ
ン
グ
を

Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
に
委
ね
て
い
る
。
当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で

毎
年
、
着
実
に
設
備
投
資
、
技
術
開
発
投
資
を
積
み
重

ね
、
ベ
ア
リ
ン
グ
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
力
量
を
高
め

て
き
て
い
る
。

　
七
七
年
か
ら
欧
米
へ
の
輸
出
を
開
始
し
て
以
来
、
海

外
市
場
開
拓
に
注
力
し
て
い
る
。
創
業
当
初
か
ら
「
主

要
顧
客
は
海
外
に
あ
る
」
と
す
る
当
社
が
、
輸
出
か
ら

海
外
直
接
投
資
に
展
開
す
る
の
は
自
然
の
流
れ
で
あ
っ

た
。
九
三
年
に
上
海
市
松
江
区
に
「
上
海
精
密
軸
承
有

限
公
司
（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｂ
）
」
を
設
立
し
た
。
総
経
理

の
孟
氏
は
八
二
年
に
ハ
ル
ピ
ン
工
科
大
学
で
修
士
課
程

を
卒
業
、
八
九
年
ま
で
上
海
材
料
研
究
所
で
ベ
ア
リ
ン

グ
の
材
料
研
究
を
担
当
し
て
い
た
。
九
〇
年
に
室
蘭
工

業
大
学
に
留
学
、
九
五
年
に
博
士
号
を
取
得
し
卒
業
し

た
。
氏
は
日
本
企
業
で
活
躍
し
た
い
と
希
望
し
、
小
林

社
長
の
誘
い
に
応
え
北
日
本
精
機
に
入
社
し
、
九
八
年

か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
総
経
理
に
就
任
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
経
営
幹
部
の
一
人
で
あ
る
欧
課
長

は
、
孟
氏
が
入
社
し
た
九
五
年
に
北
日
本
精
機
で
技
術

研
修
を
し
て
い
た
。
氏
は
中
国
航
天
部
第
六
〇
研
究
所

（
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
）
に
勤
務
、
そ
の
間
、
上
海
外

国
語
学
院
日
本
語
コ
ー
ス
を
夜
学
で
卒
業
、
九
四
年
に

Ｓ
Ｐ
Ｂ
へ
転
職
し
た
。
〇
二
年
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｂ
と
北
日
本

精
機
が
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
％
を
出
資
し
資
本
金
八
〇
〇
万

ド
ル
で
「
上
海
北
日
精
機
有
限
公
司
」
を
設
立
、
松
江

工
業
区
内
に
二
〇
、
〇
〇
〇
㎡
の
工
業
用
地
を
確
保
し

て
新
工
場
を
建
設
し
た
。
欧
氏
は
「
上
海
北
日
精
機
有

限
公
司
」
の
新
工
場
立
ち
上
げ
責
任
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
。

　
日
本
に
留
学
あ
る
い
は
研
修
し
た
人
材
が
日
系
企
業

の
経
営
者
、
経
営
幹
部
と
し
て
場
所
を
得
て
実
に
生
き

生
き
と
活
羅
し
「
経
営
の
現
地
化
」
が
確
実
に
進
展
し

て
い
る
。

　
「
上
海
北
日
精
機
有
限
公
司
」
は
世
界
市
場
で
の
競

争
優
位
の
確
保
を
念
頭
に
お
き
設
立
、
将
来
、
株
式
上

場
を
目
標
と
し
て
い
る
。
中
国
で
の
上
場
に
よ
っ
て
知

名
度
を
高
め
、
優
秀
な
人
材
を
集
め
て
中
国
お
よ
び
世
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対
外
直
接
投
資
が
成
長
の
契
機

界
市
場
に
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
「
生
産
設
備
の
現
地
化
」

と
優
秀
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
が
課
題
と
な
る
。
現

在
、
Ｓ
Ｐ
Ｂ
の
修
理
工
場
で
は
、
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

と
自
動
組
立
装
置
や
研
磨
専
用
機
な
ど
の
修
理
部
品
加

工
、
簡
単
な
装
置
製
作
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
能
力
を

さ
ら
に
高
め
中
国
で
使
う
生
産
設
備
を
自
前
で
製
造
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
「
経
営
の
現
地
化
」
に
加
え
「
生

産
設
備
の
現
地
化
」
に
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
優
秀
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
が
重
要
で
あ

る
。
精
密
な
ベ
ア
リ
ン
グ
を
開
発
、
製
造
、
操
作
す
る

仕
事
は
メ
カ
ニ
ク
ス
を
基
軸
と
し
て
お
り
「
身
体
」
に

技
術
、
技
能
を
染
込
ま
せ
る
地
道
な
努
力
が
必
要
と
さ

れ
る
。
ベ
ア
リ
ン
グ
生
産
設
備
の
開
発
は
優
秀
な
「
頭

脳
」
に
よ
っ
て
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
開
発
、
製
造
が
可
能

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
Ｉ
Ｔ
産
業
と
は
異
な
る
。

　
上
海
圏
で
は
急
速
な
経
済
成
長
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
優
秀
な
人
材
を
め
ぐ
る
採
用
競
争
の
激
化
が
予

想
さ
れ
る
。
欧
米
企
業
は
与
え
ら
れ
る
目
標
が
明
確
で

業
績
に
応
じ
た
給
与
水
準
は
高
い
。
能
力
に
自
信
が
あ

り
向
上
意
欲
の
高
い
人
材
に
人
気
が
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｂ
で

は
技
術
、
技
能
の
社
内
蓄
積
に
必
要
な
「
長
期
安
定
雇

用
」
の
持
つ
良
さ
を
い
か
に
示
し
て
い
く
か
が
課
題
と

な
ろ
う
。

　
現
地
法
人
の
経
営
陣
の
願
い
と
し
て
、
将
来
「
生
産

設
備
の
開
発
機
能
を
持
ち
た
い
」
と
し
て
い
る
。
長
期

的
に
見
る
と
研
究
開
発
機
能
を
持
た
な
い
企
業
は
、
高

級
技
術
人
材
に
と
っ
て
活
躍
す
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
日
本
の
本
社
事
業
所
の
役
割

　
特
殊
・
極
小
ベ
ア
リ
ン
グ
の
分
野
で
「
国
際
中
堅
企

業
」
に
到
達
し
た
当
社
は
、
日
本
本
社
事
業
所
の
技
術

や
生
産
の
高
度
化
を
進
め
、
雇
用
の
質
的
転
換
を
伴
い

な
が
ら
日
本
の
地
域
雇
用
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
一

〇
年
間
で
製
品
価
格
は
半
分
に
な
り
、
中
国
へ
の
海
外

直
接
投
資
を
積
極
的
に
行
い
、
海
外
生
産
を
拡
大
し
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
事
業
所
の
従
業
員
数
は
三
〇

〇
名
を
維
持
し
て
い
る
。

　
中
国
の
生
産
拠
点
を
世
界
市
場
と
中
国
市
場
に
打
っ

て
出
る
た
め
の
主
力
工
場
に
し
て
い
く
一
方
で
、
日
本

事
業
所
の
役
割
は
い
っ
そ
う
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
第

一
に
、
特
殊
ベ
ア
リ
ン
グ
の
開
発
、
製
造
、
販
売
で
あ

る
。
例
え
ば
、
大
径
の
ス
テ
ン
レ
ス
・
ベ
ア
リ
ン
グ
な

ど
は
製
造
技
術
、
製
品
精
度
、
品
質
保
証
、
納
期
対
応

に
お
い
て
日
本
で
開
発
、
製
造
す
る
優
位
性
が
あ
る
。

　
第
二
に
、
小
回
り
の
効
い
た
市
場
即
応
型
の
モ
ノ
づ

く
り
で
あ
る
。
月
産
二
〜
三
、
〇
〇
〇
個
と
い
っ
た
ベ

ア
リ
ン
グ
市
場
は
恒
常
的
に
存
在
し
、
要
求
さ
れ
る
製

品
品
目
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

小
口
需
要
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
生
産
体
系
で
は
採
算
に

乗
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
当
社
の
事
業
分
野
と
な
っ
て

い
く
と
み
え
る
。

　
第
三
に
、
生
産
技
術
開
発
の
拠
点
、
設
計
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
人
材
の
養
成
拠
点
と
し
て
の
役
割
で
あ

る
。
当
社
の
優
位
性
を
支
え
る
重
要
な
部
分
は
、
生
産

設
備
を
社
内
で
「
作
り
込
み
」
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
う
し
た
仕
事
の
で
き
る
設
計
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

能
力
の
養
成
拠
点
と
し
て
日
本
事
業
所
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
当
社
が
国
内
市
場
で
の
製
造
販
売
と
海
外
市
場
へ
の

輸
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
蓄
積
し
て
き
た
技

術
優
位
性
を
大
い
に
発
揮
し
得
る
市
場
は
限
ら
れ
「
国

際
中
堅
企
業
」
へ
の
成
長
は
見
通
せ
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
当
社
は
対
外
直
接
投
資
を
契
機
と
し
て
「
国

際
中
堅
企
業
」
へ
の
成
長
を
歩
む
こ
と
に
よ
り
、
国
内

雇
用
の
質
的
転
換
を
図
り
な
が
ら
雇
用
量
を
維
持
し
て

い
る
。
対
外
直
接
投
資
を
行
う
こ
と
で
ト
ー
タ
ル
の
生

産
量
の
拡
大
を
導
き
、
日
本
事
業
所
の
機
能
の
高
技

術
、
高
精
度
、
高
品
質
、
高
生
産
性
、
高
付
加
価
値
化

を
進
め
て
い
る
。
当
社
の
対
外
直
接
投
資
は
地
域
経
済

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。

　
そ
し
て
、
当
社
の
ケ
ー
ス
で
は
経
営
資
源
の
中
で
人

的
資
源
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
セ
ス
）
の
移
転
、
拡

張
、
蓄
積
に
集
中
し
、
人
的
資
源
の
資
質
、
育
成
、
成

長
、
活
躍
を
強
く
発
揮
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

当
社
は
中
国
か
ら
日
本
で
留
学
や
研
修
す
る
中
国
人
材

の
将
来
展
望
、
例
え
ば
、
留
学
生
が
帰
国
し
母
国
で
経

営
者
に
な
り
中
日
間
で
事
業
を
展
開
す
る
と
い
う
期
待

を
受
け
止
め
、
努
力
し
実
力
が
あ
れ
ば
、
そ
の
期
待
は

実
現
す
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
日
本
の
中
堅
・
中

小
企
業
が
優
秀
な
留
学
・
研
修
人
材
の
意
欲
と
能
力
を

受
け
止
め
、
彼
ら
の
母
国
で
能
力
を
発
揮
す
る
チ
ャ
ン

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
国
際
的
な
事
業
を
展
開
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
き
わ
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
助
教
授
）
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